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全
国
初
と
な
る
２
回
目
の
開
催

　

全
国
育
樹
祭
は
、
健
全
で
活
力
あ
る
森
林

を
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
昭
和
52
年
か
ら
毎

年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
国
民
的
な
緑
の
祭

典
で
す
。

　

全
国
植
樹
祭
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お

手
植
え
さ
れ
た
樹
木
を
皇
族
殿
下
が
お
手

入
れ
さ
れ
る
と
い
う
育
樹
運
動
の
シ
ン
ボ
ル

的
行
事
と
、
皇
族
殿
下
に
よ
る
お
こ
と
ば
や

各
種
表
彰
等
の
式
典
行
事
の
ほ
か
、
参
加

者
に
よ
る
育
樹
活
動
等
の
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

山
形
県
内
で
の
育
樹
祭
は
昭
和
63
年
以

来
で
、
全
国
で
初
め
て
２
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

豊
か
な
森
林
を
守
り
、
活
か
し
、
次
世
代
へ

　

約
５
０
０
０
人
が
参
加
し
た
式
典
で

は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
大
会
会
長
の
山や
ま
ざ
き崎

正ま
さ
あ
き昭
参
議
院
議
長
が「
1
人
ひ
と
り
が
積
極

的
に
森
林
に
関
わ
り
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
の
大
切
さ
」を
、
吉よ
し
む
ら村

美み

え

こ
栄
子
山
形
県

知
事
が「
森
林
を
県
民
共
通
の
財
産
と
し
て
、

連
携
し
な
が
ら
県
民
全
体
で
支
え
る
森
林
づ

く
り
」を
訴
え
て
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
に
お
言
葉
を
頂
い
た
後
、
森

林
の
育
成
や
林
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
個

人
・
団
体
を
対
象
と
し
た
緑
化
功
労
者
表

彰
や
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
緑
の
少
年
団
へ

西に
し
か
わ川

公こ
う
や也

農
林
水
産
大
臣
か
ら
み
ど
り
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
を
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
象
徴
す
る
お
手
入
れ
行
事
で
は
、
平
成

14
年
の
第
53
回
全
国
植
樹
祭
で
天
皇
陛
下

が
お
手
植
え
さ
れ
た
ブ
ナ
と
、
皇
后
陛
下
が

お
手
植
え
さ
れ
た
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
根
元
に
皇

太
子
殿
下
が
肥
料
を
施
し
、
地
元
の
金
山
杉

を
使
っ
た
く
わ
で
な
ら
し
て
お
手
入
れ
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
形
県
の
豊
か
な
自
然
や
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
歩
み
を
表
現
す

る
メ
イ
ン
テ
ー
マ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
林

業
後
継
者
・
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
に

よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
、
大
会
宣
言
等
が
行
わ

れ
、
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
39
回
全
国
育
樹
祭
は「
手
か
ら

手
へ　

豊
か
な
緑
で　

ぼ
く
ら
の
未
来
」を

テ
ー
マ
に
平
成
27
年
秋
に
岐
阜
県
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

特集 special edition2

　
10
月
12
日
㈰
、「
う
け
つ
ご
う
緑
の
大
地　
羽
ば
た
こ
う

ぼ
く
ら
の
未
来
へ
」を
テ
ー
マ
に
、
第
38
回
全
国
育
樹
祭
が

山
形
県
金か
ね
や
ま
ま
ち

山
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10



　

挨
拶
に
先
立
ち
、
本
年
の
度
重
な
る
豪
雨
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
と
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
38
回
全
国
育
樹
祭
が
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
、
こ
こ「
山
形
県
遊
学
の
森
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
に
こ
の
地
で
開
催
さ
れ
た
第
53
回
全
国
植
樹
祭
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経
過
し
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え
に
な
り
ま
し
た
ブ
ナ
や
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
の
木
々
が
、
す
く
す

く
と
力
強
く
成
長
し
て
い
る
姿
に
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
、
昭
和
63
年
に
第
12
回
全
国
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
日
の
育
樹
祭

は
、
全
国
の
先
駆
け
と
な
る
２
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
一
の
面
積
を
誇
る
ブ
ナ
の

天
然
林
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
山
形
県
で
、
多
く
の
県
民
が
森
づ
く
り
に
参
加
し
、

県
民
全
体
で
支
え
る
森
づ
く
り
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
守
り
育
て
ら
れ
て
き
た
豊
か
で
美
し
い
森
林
は
、
国
土
の
保

全
や
水
源
の
涵か

ん

養
、
木
材
の
生
産
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
地

球
環
境
の
保
全
に
対
す
る
期
待
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
林
の
大
切
さ
を
思
う
と
き
、
こ
れ
ま
で
緑
を
守
り
、
育
ん
で
き
た
技
術
や
文
化

を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
林
業
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど
に
よ
る
社
会
貢
献

の
一
環
と
し
て
、
森
林
整
備
活
動
の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
聞
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
々
を
始
め
、
日
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
国
土
の

緑
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
全
国
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
活
動
が
今

後
も
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
更
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
う
け
つ
ご
う
緑
の
大
地　

羽
ば
た
こ
う
ぼ
く
ら
の

未
来
へ
」に
ふ
さ
わ
し
く
、
森
林
を
守
り
育
て
る
活
動
の
輪
が
、
こ
こ
山
形
の
地
か
ら
世
界
へ
、

そ
し
て
未
来
へ
と
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

西川農林水産大臣による「みどりの贈呈」主催者あいさつを行う山崎参議院議長

「奥の細道」をテーマにしたメインアトラクション

皇
太
子
殿
下
の
お
こ
と
ば

オープニングアトラクション「花笠踊り」
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2
0
1
4
育
林
交
流
集
会

10
月
11
日（
土
）　
開
催
地
：
飯い

い
で
ま
ち

豊
町

併催行事・記念行事

一　多様で健全な森林の整備や木材などの森林資源の幅広い利活用を一層推進し、「循環型社会」の実現を目指す。
一　森林の多面的機能に対する人々の認識・理解の深化を通じ、「国民参加の森林づくり」を一層推進する。
一　豊かな森林が未来へと確実に引き継がれるよう、次代の森林づくりを担う青少年の育成に一層努力する。

　第38回全国育樹祭では、お手入れ、式
典などのメイン行事のほかにも、様々な
併催・記念行事が開催されました。

緑の少年団による活動発表

「山村資源の活用と里の暮らし・再興」を
テーマにしたパネルディスカッション南陽市新文化会館の建築見学会

第38回全国育樹祭大会宣言

特集 special edition

併

催

行

事

　

山
形
県
内
外
の
林
業
関
係
者
や
大
学
・

高
校
生
、
教
育
関
係
者
、
森
林
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
る
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
約
4
8
0
人
が
参
加
し
、
講
演
会
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
大
型
の
木

造
耐
火
建
築
物
・
南
陽
市
新
文
化
会
館
の

建
築
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
緑
の
少
年
団
員
と

山
形
県
内
の
緑
の
少
年
団
員
な
ど
約
3
5
0

人
が
参
加
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
鮭
川
村
立
鮭
川
小
学
校
の

生
徒
に
よ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
や
全
国
か
ら
選

ば
れ
た
５
つ
の
少
年
団
に
よ
る
活
動
発
表
の

ほ
か
、
み
ど
り
の
奨
励
賞
表
彰
、
緑
の
少
年

団
育
成
功
労
賞
表
彰 

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 全

国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会

10
月
11
日（
土
）　
開
催
地
：
鮭さ

け
が
わ
む
ら

川
村

　

全
国
の
林
業

機
械
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
最
新
の

機
械
な
ど
を
中

心
と
し
た
展
示

や
実
演
が
行
わ

れ
、
２
日
間
で

延
べ
約
１
６
，

0
0
0
人
が
訪

れ
、
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演
会

10
月
12
日（
日
）〜
13
日（
祝
）　
開
催
地
：
新
し
ん
じ
ょ
う
し

庄
市

記

念

行

事

ハーベスタ(伐倒・玉切り)スイングヤーダ(架線集材)

フォワーダ(運搬)

会場を視察する今井林野庁長官(左端)
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面
積
の
約
８
割
を
森
林
が
占

め
る
山
形
県
金
山
町
は
、
古
く

か
ら
林
業
の
盛
ん
な
町
で
、
藩

政
時
代
か
ら
植
林
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
下
段
の
写
真

は
金
山
町
有
屋
地
区
に
あ
る

「
大お
み
の
わ

美
輪
の
大
杉
」で
、
樹
齢
は

約
3
0
0
年
、
大
き
な
も
の
で

樹
高
約
59
ｍ
に
及
び
、
人
工
林

と
し
て
は
日
本
最
大
級
で
す
。

ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
受

け
た
森
林
で
も
あ
り
ま
す
。
林

内
に
は
木
材
チ
ッ
プ
が
敷
か

れ
、
散
策
が
し
や
す
い
よ
う
整

備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
山
町
で
は
現
在
で
も
ス
ギ
が
盛
ん
に
生

産
さ
れ
て
お
り
、
金
山
町
で
は
昭
和
60
年
度

よ
り「
街
並
み
景
観
条
例
」を
制
定
し
、
木

造
在
来
工
法
で
建
て
る
金
山
住
宅
に
独
自

の
助
成
を
行
い
、
街
並
み
整
備
に
取
り
組
む

な
ど
、
木
を
使
っ
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
左
の
写
真
は
町
内
に
あ
る「
金
山
杉
」

を
使
っ
た
歩
道
橋
で
、
Ｃ
Ｍ
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で

す
。

育樹祭開催地の風景から
第38回全国育樹祭の開催地を、少しだけご紹介します。

金山住宅

歩道橋

林野 2014.11 No.9213


